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⽣涯学習に活かす
デジタルバッジ
-初等中等教育教員研修の現場から
⼤阪教育⼤学

学⻑補佐・特任教授 堀真寿美

「⾼等教育と⽣涯学習を横断する質保証」（第4回）
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あらまし
1. ⼤⼈の学びとマイクロクレデンシャル
2. オープンバッジのコンセプト
3. ⼤阪教育⼤学の事例
4. ⽣涯学習の展望
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⼤⼈の学びとマイクロクレデンシャル
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⼤⼈の学び
マルカム・ノールズのペタゴジーとアンドラゴジーの概念モデル

Knowles, M. (1984). Andragogy in Action. San Francisco: Jossey-Bass.

経験 経験はあまり重視されない経験を学習資源として活⽤

⼦どもの学び（ペダゴジー）⼤⼈の学び（アンドラゴジー）
依存的⾃⼰概念⾃⼰主導的

動機 外部からの賞罰内因的動機

レディネス 年齢・社会的プレッシャー達成欲求・⾃覚

志向性 将来，役にたつかもしれない直近の課題解決

体系性や系統性を⽋きやすい



© 2023 Masumi Hori

⼤⼈の学びの⽋点を補うマイクロクレデンシャル

マイクロクレデンシャル

学位・資格を取得

積上げて

少量ずつ学び

⾃分のペースで

経験を学習資源として活⽤

⼤⼈の学び（アンドラゴジー）
⾃⼰主導的

内因的動機

達成欲求・⾃覚

直近の課題解決

体系性や系統性を⽋きやすい
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⼤⼈の学びにおける
マイクロクレデンシャルの課題

課題
• 動 機︓学位・資格取得が必ずしも動機とならない
• 時 間︓⼤⼈は本当に忙しい
• 質保証︓質保証が⼤変

オープンバッジで
クレデンシャルを発⾏
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オープンバッジのコンセプト
画像にデジタル証明書を埋め込んだ理由
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オープンバッジとは

2013
Mozilla 

Open badges
Open badges v1.0発表

2016
IMS 

Open badges
IMS に移管

2022
1EdTech 

Open badges
IMSは1EdTechに名称変更

Mozillaが開発したデジタルバッジ
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Mozilla Open badgesのコンセプト

好奇⼼主導
参加型
の学び

学びを
⾒える化

コミュニティ

学校で⾒逃され，無視されがちなスキルを証明
参加型で創造的で好奇⼼主導型の学びを証明

画像にデジタル証明書を埋め込んだ理由
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オープンバッジの3つの特徴

学びを積み上げバッジ
パスウェイ

コミュニティで学びの質を保証裏書
endorsement

誰でもクレデンシャルの発⾏が可能発⾏

コミュニティ
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3種類の裏書とバッジパスウェイ

バッジパスウェイ
Badge Pathways

単位・資格
業績・能⼒

裏書
endorsement

バッジ発⾏者

裏書
endorsement

学びの内容

裏書
endorsement

取得者

裏書でマイクロクレデンシャルの質を保証
コミュニティ

今までクレデンシャルの
対象とならなかった学び

バッジの積上げ
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教員研修での実証実験



© 2023 Masumi Hori

実証実験の⽬的

n学校は教職という専⾨職業⼈のコミュニティ
l⼤⼈の学びの特性を知る
l⼤⼈の学びのコミュニティでデジタルバッジは機能するか

nナノクレデンシャルの効果
lマクロコンテンツで構成される，より粒度の⼩さなマイクロクレデンシャル



© 2023 Masumi Hori

OKUTEPオンライン研修プラットフォーム

多様で豊富な
講義ビデオなど

⼤阪教育⼤学

地域社会

学校

いつでも・どこでも・誰でも⾃由に学べる

⼦ども達のウェルビーイング

教育委員会
• 研修として認定
• ⼈材の採⽤

バッジの
提⽰・共有

個⼈情報を安全・安⼼に管理する
バッジウォレット

知識
バッチ

知識
バッチ
知識
バッチ

能⼒
バッジ

講義ビデオ(15分）

講義ビデオ(10分）

課題・演習(15分）

講義ビデオ(10分）

隙間時間で学び学習負担を下げる
マイクロコンテンツ

学びの成果を保証する
デジタルバッジ

子ども・人理解

教科等指導力

授業づくり

………
………
………

現代的課題

⾃律的な学びを⽀える
バッジマップ

学びの記録を蓄積・活⽤する
デジタルバッジシステム

新たな課題にチャレンジ

職場
• 知識の共有
• 学び合い

子どもの
個性を伸ばす方法を

教えて！

学びの記録を活⽤する
バッジディスプレイ

多様なニーズと課題
子どもの個性を
伸ばす指導方法を
身につけたい

〇〇市特有の
課題を解決したい

子どもの手が
離れたので
教員になりたい

外部⼈材

教員のウェルビーイング
子どもの個性を
伸ばす指導が
できた！

地域の課題を
解決できた！

教員になった！

外部⼈材

研修履歴の蓄積
⾃らの学びの記録を
⽣涯にわたり蓄積

オープンな
講義ビデオ

連携⼤学
連携機関
教育委員会

〇〇市 教員育成指標

〇〇市 教員育成指標

〇〇市 教員育成指標

地域の実情に応じた⼈材を育成する
教員育成指標マッピング

研修履歴の活⽤
研修として認定
外部⼈材活⽤
学び合い

⾃律的な学び
学びたい事・学ぶべき事を
いつでも・どこでも
⾃由に学ぶ

オープン
エデュケーション
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実証実験の範囲

OKUTEPの仕組み

教員

研修記録
キャビネット

ナノ・クレデンシャル
（知識バッジ）

マイクロ・クレデンシャル
（能⼒バッジ）

研修を
積み上げ

裏書 認定

裏書

推薦

クレデンシャルの発⾏ コミュニティの裏書

講義ビデオ（10分）

講義ビデオ（10分）

講義ビデオ（10分）

課題・演習（15分）

マイクロコンテンツ

対⾯研修

教育委員会

対話・助⾔

バッジ・ウォレット

⼤学

裏書

提携

校⻑・リーダー
同僚

提⽰・共有

提出

クレデンシャルの活⽤

発⾏

コミュニティ

研修として承認

教員育成
指標
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n 期間
ｰ 令和4年8⽉1⽇〜1⽉10⽇

n 実証の⽅法
ｰ デジタルバッジの提出により中堅教員研修の⼀部を代替可能とする
ｰ 提供科⽬は全15科⽬，受講科⽬は⾃由
ｰ 知識バッジの数により代替できる研修数を決定

⼤阪市教育委員会との実証実験

【能⼒バッジと知識バッジ】
【実証実験サイト】

【マイクロコンテンツ】

【講義ビデオ】

通常の対⾯研修
or

オンライン研修
を⾃由に選択



© 2023 Masumi Hori

実証実験結果

受講対象者数 約360名

受講者数 52名 受講対象者の14.2%

バッジ取得数 26名 受講者数の51.0%

受講状況

バッジ取得状況
残りの⼈は
通常の対⾯研修
を選択
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バッジ取得者に対するアンケート（サンプル数26）

研修を疎外する要因

研修の⽬的

⼤⼈の学習の特徴を⽰す
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ナノ・クレデンシャルの効果
満⾜した点

対⾯研修より優れている点

時間・労⼒の負担を軽減

主導的な学び
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学習時間
義務ではない内因的動機が学びを⽀えている

時間帯毎のアクセス数 曜⽇毎のアクセス数

バッジ取得者は就業時間外に学んでいる

バッジ
取得者

バッジ
未取得者
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コース毎の視聴完了率

バッジ
取得者

バッジ
未取得者

既に知識をもっていた受講者

外れ値
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デジタルバッジの効果
n学習者のメリット

l研修成果の⾒える化
ｰ 学習修了確認の問合せはゼロ

l細切れの学習を積上げ体系的な知識を習得できる
l本⼈の判断で，デジタルバッジを提出するかしないか決められる

n教育提供者
l個⼈情報の取り扱いに関するコストを軽減
ｰ ⼤阪市との受講者⼀覧のやりとりなし
ｰ 受講登録作業なし

l低コストで⼤規模な学習者への提供可能
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⽣涯学習の展望
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教員研修の変遷

新たな研修の仕組み

2023年︓研修記録の義務化

教員免許更新制
2009年︓教員免許更新制開始
2022年7⽉︓発展的解消

教員研修は義務

1989年︓初任者研修（教特法23条）
2003年︓10年⽬研修（教特法24条）

現在の中堅教諭等資質向上研修
2008年︓指導研修（教特法25条）
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教員免許更新制
集中型の学び
（Centralized）

教員
（学習者）

教育委員会
（雇⽤者・企業）

裏書

⼤学
⼤学が教員の⽣涯学習に参⼊する
きっかけにはなった
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教員免許更新制が⽰唆すること

⼤学
l 学校教育の合間を縫って実施させられる
l 労⼒に⾒合う収益を得られない

学習者
l 受益者だと思わないのに費⽤負担させられる

雇⽤者・企業
l 従来の業務の合間を縫って実施させられる
l 労⼒に⾒合う効果が⾒られない

悉皆学習が可能 ⇔ 強い「やらされ感」
集中型の学び

誰も費⽤負担したくない
費⽤負担

誰も受益者だと思ない

ステークホルダ
の⽴場
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デジタルバッジが⽰唆すること

企業・雇⽤者

企業・雇⽤者
企業・雇⽤者

学習成果のトークン
（学習成果の価値）

⼤学

トークンを得るものが
受益者

受益者が⾒える化

学習成果のトークンがコミュニティをつなぐ⾮集中型（Decentralized）の学び

活⽤

認定・承認
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⽣涯学習の展望

⼤学
l 学びのトークンを発⾏して利益を得る

学習者
l ⾃らにとって有益なトークンを取得する

雇⽤者・企業
l 企業にとって有益なトークンを収集する

社会
l 社会にとって有益なトークンに投資する

l 何を学ぶかは⾃分達で決定
l コミュニティが学びの質を保証（裏書）
l コミュニティが学びの価値を⾼める（バッジパスウェイ）
学習成果のトークンがコミュニティを流通する

⾮集中型の学び

ステークホルダ
の⽴場

学びのトークンを得るものが価値の対価を⽀払う
費⽤負担

それぞれの”益”が
明確になる
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